
柏の集い９月案内 

 

                   宣言 

天風会の目的は、いつも愛と誠の心を持って活き、お互いに思いやりの気持ちで助 

け合う兄弟姉妹の数を殖やし、それによって世界の真の平和を確立することである 

                  天風会 

 

 

柏に集う皆さま 如何お過ごしでしょうか。 

猛暑・烈暑・酷暑。自分を気遣ってくれるものは自分。自分を愛する事の出来る人のみ

が、他人を愛する事が出来ると言います。自分を労り大切にして参りましょう。 

 

この夏７月に参議院選挙がありました。国政の勢力地図は大分塗り替えられました。今

まで物言わぬ虔ましやかな日本人が、その想いを言葉にし始めた様に思われます。主にネ

ットユーザーである若者達が政治に参加し始めた事。そして既存大手メディアの報道姿勢

なども、多くの国民の目に曝される様になりました。日本人の深層真理の中にあった縄文

の心が、言葉になって動き出した瞬間を、我々は目撃した様に思います。今後どの様な展

開になっていくのか、自らの問題として、日本民族の問題として、己の心と向き合い、虔

ましやかに考え・行動して往きたいと思います。 

 

美術・美学の研究者として高名な世界的権威、そして日本国史学会の代表を務めておら

れた田中英道先生が、令和７年４月３０日に亡くなられました。 

一万数千年続いた縄文時代、同化ユダヤ人の日本に与えた影響・その貢献、 

日本国の歴史。戦後左翼マルクス主義の進歩史観・階級史観で記述された日本民族の歴

史、日本国の歴史を、日本は「役割分担社会」であるとして根底から見直し迫った人。戦

後日本国の歴史記述が書き換えられていく様を、我々は目撃している最中でした。志半ば

８３歳で逝かれたのは誠に惜しい。 

 

天風先生は 大金を積まれても 日本を去りアメリカに往かれるなどという事はなさら

なかった。日本にあって、天風道の実践普及を通じて 世界の恒久平和を実現しようとお

考えであった。 

上記２例は、直接天風道に係るものではないけれど、何れも世界の恒久平和を希う日本人

の心の発露として、天風先生の志の傍証になるものと思います。世界の平和は日本か

ら！！という天風先生のお考えは、着々と実現に向かっていると思います。                       

―感謝・合掌― 



令和 7 年８月２５日 今月の案内担当 昌谷 乙（さかや おと） 

  

 

   【９月柏の集い行修会】 

     ９月２７日（土）・・・９時３０分～１２時 柏諏訪神社 参加費５００円 

     戸外朝礼、室内行修・・・真人生の探究 担当：廣津信義 

  

 

 

１，《強い命をつくる》                      中村天風 

   いついかなる時といえど、 

   心の尊さと強さと正しさと清らかさを失っちゃいけないよ 

 私、インドの先生（カリアッパ師）にいろいろ訊きましたよ。「ではどうすれば、この

病（肺結核）を治すことができますか」「お前はどうも肉体ばかり考えているが、肉体ばか

りいくら考えてもだめだ」「へ？ この病は肉体が患ってるんじゃないんですか？」「おま

えは心の態度というのを考えたことがあるか。心をいついかなるときも、事あるも事なき

も、常に心を積極的にしろ」「はあー。でも心を積極的にしろって言われても、どうもよく

わかりませんが・・・」 

 「もっとやさしく言えば、生まれたての心にかえるこった。」「無理なこと言っちゃこま

るな。私はね、生まれて数年後に私ってものが生きていることに気がついたんです。だか

ら、生まれたときどんな気持ちをもってたか知りませんよ」「それはおまえ理屈だよ。おま 

えが知る知らざるとて真理は常に公平だ。人類はどんな悪人でもまた善人でも一列平等。

オギャーとこの世にうまれたとき、その心は無色透明なんの色にも染まっていないピュア 

なもんだ。その心に自分の心をかえせ。それが積極的な心だ」 

 「はー。生れたての赤ん坊の心がピュアだってことはわかりましたが、ピュアってこと

をもっとわかりいいように説明してくれませんか」 

「それは、尊さと強さと正しさと清らかさを失わないことだ」 

お互い生まれたときはみんなそうだったそうですな。どんな極悪非道の人間か鬼かわらな

いようなやつでも。生れたときのその心は尊く強く正しく清いんです。 

あなた方でもそのとおりで、ただいつの日か知らず知らずに、ものこころがつきだすと

同時に失われてしまったんです。それでなくてさえ現在のようなマスコミの時代、気のつ

かない間にこの「尊さ、強さ、正しさ、清らかさ」が泥塗られるような、ゴミ垢ぼこりが

心についちゃって、そして今あるがごとき、自分が考えても情けないような心ができあが

ちゃってるのであります。 



こう申し上げると、「俺は別に情けないと思わねえよ、俺はあくまでも尊く強く正しく清

い」と、こう思っている人が中にはあるかもしれません。 

ですがね、のべつ悲観的な言葉で充満している現代のマスコミのこの時代に、心がげず

して尊く強く正しく清くというふうに心を堅持して生きている人は、それこそもうほとん

どいないでしょう、と私は確信をもって断言します。その方面のお仕事を五十年やってま

すから。 

 みなさん方も、なんでもないときは虚心平気、「矢でも鉄砲でももってこい」ってぐら

い、我ながらほれぼれするような、尊さ強さ正しさ清らかさを持っておいででしょうが、

なにか事あるとき、「いざ鎌倉」のその時、たいていの人の心は、この反対の状態になっ

ちまうんであります。 

 いついかなる時といえど、心の尊さと強さと正しさと清らかさを失っちゃいけないので

あります。 

                        （君に成功を贈る・中村天風述） 

 

 

                     

中村天風先生 

 

 

 

２，《人生は美しいことだけ覚えていればいい》         作家 佐藤愛子 

言葉が力杖になる瞬間 

 私の場合、言葉によって支えれたということはないですね。言葉が先にあって、その言

葉で力づけられ自分の人生が決まったというのではなく、自分の人生が先にあって、人生

観なり自分の気質なりにぴったり合う言葉を見つけた時に、嬉しくなってそれが力杖にな

る、ということだと思うんですね。 

 そういう意味で気に入った言葉の一つに、「人生は美しいことだけ覚えていればいい」と

いう沢田美喜さんの言葉があります。沢田美喜さんはエリザベス・サンダース・ホームを



創設し、たくさんの戦災混血孤児を育てた方ですが、私はテレビで沢田さんがこの言葉を

言ってらっしゃるのを見て、非常に感動したんです。 

 

 ホームで育った黒人の混血孤児なんですが、成長して二十七、八の青年になって、アメ

リカへ自分のお父さんに会いに行く。ところがお父さんは喧嘩か何かして監獄にはいって

いるんですね。胸が潰れるような思いでその青年は、沢田さんが来るのをニューヨークの

公園のベンチに座って待っている。沢田さんの姿が見えると青年は駆け寄って、抱きつい

て、思わず泣くんです。その時に沢田さんが英語でね、「泣いてはいけない、人生は美しい

ことだけ覚えていればいい」と言って。青年を励ますという場面があるんです。 

      「上機嫌」を義務の第一義に置く 

 長いこと生きてくると、色々なことを経験してきますけど、楽しいことよりも、美しい

ことの方が心に残るということが分かります。美しい自然、人の美しい心。そういう美し

いことだけ覚えていれば、人生捨てたものじゃない、というふうに思えるわけでしてね。 

さすがに沢田さんはいいことを言われるなあと、感銘を受けましたね。 

 また、アランの楽天主義というのは有名ですが、「幸福論」の中に「上機嫌」という章

があります。「たまたま道徳論を書かなければならないとすると、私は上機嫌ということを

義務の第一義に置くだろう」とあるんですが、私はこの言葉が非常に気に入っています。 

 われわれは何かにつけて、取るに足りないことで愚痴をこぼしたり、泣いたりしがちで

すけどね、そういう時に、「上機嫌」というのを義務の第一義に置くと、生きていく力が出

るんじゃないかと思うんですよ。 

私はすぐに怒る人間として知られているようですけど、怒る時も上機嫌に怒ってました

から、まあまあ元気にやってこられたじゃないかと思いますよ。上機嫌に怒るということ

は、つまり、あとに怒りの余燼（よじん）― 憎しみや怨みを残さないということです。 

                    （人生１００年時代の生き方の教科書） 

 

              

              佐藤愛子さん（１０１歳） 

   

 

 



         愉快の大切さ                      野口晴哉 

 愉快に生涯を生き抜くことが全生（生を全うすること）である。ジメジメして息してい

ては全生はできない。健康に生きる為に、愉快ほど大切なものはない。僅かな利害や面子

の為、その愉快さを失っている人は不幸せである。しかも自分の愉快を失っているばかり

でなく、他人の愉快を奪ってしまっていることが多い。これは悪である。 

 自分の愉快を大切にする人は、他人の愉快も大切にして、傷つけないことをこころがけ

よう。これが全生の道だ。 

 ※野口晴哉 霊感にすぐれ天才と言われた日本の整体創始者（整体入門、風邪の効用 

愉気法等・著書多数） 

     

 

  《子供の詩》 

どんぶりこが 本当だよ           

                 相沢優愛 

 どんぐりころころ どんぐりこ 

 ちがうからね 

 どんぐりころころ どんぶりこ 

 これが 本当だよ 

 優愛ちゃんが 3 才の頃 

 ばぁばが教えてくれたんだよ 

 覚えているから 安心してね 

         （武蔵村山市・第八小１年） 

 

 

《川柳》 

   黙っても売れるアメ車を出してくれ           （よみうり時事川柳） 

   王子様落馬したまま迎え来ず                 （女子会川柳） 

   薄型だスマホも財布も髪の毛も               （シルバー川柳） 

   何食べたい？言った料理は出てこない         （２０２５年サラリーマン川柳）                       

   この猛暑暑いぞ余計元気出る                       （益魚） 

      （※天風会員猛暑心得！） 



   《エッセイ》                      伊集院静 

       “蘊 蓄
うんちく

”という言葉があるが、あれも大嫌いである。 

       品性の欠けらもない 

    「△△って」何のことだかわかりますか？」「××がなぜああなるか知っていま 

     すか？」という話し方をする人がいる。私の周囲にはほとんどいない。それは 

     そういう会話のやり方をすると、私が注意するからだ。 

「君、どこで覚えたかは知らぬが、そういう会話のやり方はやめなさい。訊か

れた人がその答えを知らなければ、そんなことも知らないのか、と相手を試し 

 ているように聞こえるし、仮に知らないとわかって、君がその答えを話し出せ  

     ば、まるで君が相手より物事を知っているように見える。そういう話し方は 

     下品で傲慢にしか聞こえない」 

      大人の男は、それを十分知っていても「さあ、詳しくは・・・」と応えねば 

     ならぬ時が多々あるものだ。それを待ってましたとばかり喋り出すのはただの 

     ガキでバカである。               （風の中に立て） 

 

   

 

 

３，《夢に挑む》                     致知出版  藤尾秀昭 

                                                      (心に響く小さな物語) 

 地球上にはどれぐらいの生物がいるのだろうか。おそらく何百万種、いや何千万種の 

生物が生息しているのだろう。だが、地球上の全生物中、夢を見、夢に挑み、それを実現 

させてきたのは人間だけである。 

人間だけになぜそれが可能だったのだろうか。 

 

 １９７４年、アメリカのジョハンソン博士のグループが、エチオピアのハダールで人類

の祖先の頭蓋骨を含むほぼ全身骨格を発掘、それをルーシーと名づけた。この骨格の研究

によって、人類誕生は四百万年前、誕生の地はアフリカというのが定説になった、と脳整

理学者の大島清氏から伺ったことがある。 

 ルーシは骨格年齢からみてほぼ二十歳。これは当時の平均寿命だったという。身長百十

センチ。体重二十七キロ。ルーシがサルでも類人猿でもなく人類だと言える根拠は、その

額である。サルやチンパンジーの額は水平だが、現代人が垂直。ルーシの額には垂直に向

かう特徴があるのだ。そして重要なのは大後頭孔（だいこうとうこう）一 脊髄が頭蓋骨に

出てくる穴。牛や馬など四足歩行の動物は、これが斜め後ろについている。ルーシは真 

下。これはルーシが直立して歩いた証拠である。 



 直立二足歩行。これこそ人間を人間たらしめた最大のもの、なのである、二本足で歩く

ことで両手が使えるようになり、その手は道具を使うようになり、火をおこし、言葉を話

すようになる。このことは、人間だけが夢を見るようになることと真っすぐに繋がってい

るように思えるのである。人類の歴史は夢に挑んできた歴史である。文明史は夢の挑戦史

と言っていい。夢に挑み、幾多の困難を乗り越えて夢を実現した人たちには、等しく共通

したものがある。困難を「障害物」ではなく「跳躍台」にしたことである。 

「すべての逆境にはそれと同等かそれ以上に大きな恩恵の種子が含まれている」とナポレ

オン・ヒルは言っているが、そのことを身体で知っていたということである。その典型は

トーマス・エジソンである。 

 

 エジソンは１８４７年、アメリカ・オハイオ州に生まれ、八十四歳でその生涯を閉じ

た。その間に成した発明、改良は三千にも及ぶ。三十歳で電話機や蓄音機を生み出しその

翌年三十一歳で人類史上に画期をもたらした実験に取りかかる。白熱電球の発明である。 

実験に打ち込むこと一年。五千回もの失敗を繰り返し、１８７９年、三十二歳のエジソン

はついに白熱電球四十五時間連続点燈に成功した。 

いまから百三十五年前。それまでは人類は夜は、ローソクやランプで暮らしていた。夜は

暗いものと決まっていた。その生活を電灯という灯りを創り出すことで一変させたのだ。

有名な逸話がある。「電球を完成させるのに五千回も失敗したそうですね」という新聞記

者の質問に、エジソンはこう答えたのだ。 

「五千回も失敗したって？ そんなことはない。うまくいかない五千通りの方法を発見す

るのに成功したんだよ」 

 

先日、トヨタ名誉会長。張富士夫氏より創業者・豊田佐吉翁が生前、座右銘にしていたと

いう言葉を教わった。 

  「百忍千鍛事遂に全うす」 

エジソンの言葉と見事に重なり合うことを見落としてはならない。 

 

最後に、京都大学元総長・平澤興氏の言葉を紹介する。 

   「夢を持て。 

    希望を持て。 

    夢を持たぬ人生は   

    動物的に生きても、 

    人間的には死んでいる人生」    

                    



    

                    エジソン 

 

柏の集いの皆様 

ご支援の皆様 

 

 今年の夏は記録的な暑さが続き、9 月に入ってからもこの暑さが続いています。 

柏の集いの皆さま、ご支援の皆さま”猛暑余計に元気出る“の気構えで元気にお過ごしのこ

とと思います。 

 

私事ですが 9 月７９歳を迎える年齢になりました。長男が５２歳ですからわが家もすっ

かり高齢者家族になりました。 

４０代半ばに天風会に入会し夏期修練会を十数回受講、その基礎が今の自分をつくって 

いると思います。特に７０代になってから、柏の集い世話人や、柏で気功・呼吸法教室を

開講するなど地域の皆さんと共に活動を続けることができて、天風先生の教えは年齢年数

を重ねるごとに日々向上していくように感じます。 

９月柏の行修会は数学の教師としてご活躍の廣津さんが「真人生の探究」を勉強、解説

されます。皆さま楽しみにされてご参加よろしくお願い申し上げます。 

 

※ご意見、記事お寄せ下さい。また、案内文不要の方は遠慮なくお申し出ください。 

                令和７年９月１日 柏の集い代表 藤本益久 

 

※8 月案内文の訂正・・・《東京タワーはかくて完成した》 

  ２ページ目・・・地震と台風が多発し、敗戦から立ち直り切っていない日本で、・・・ 

          いないが抜けていました。失礼しました。 

 

中村天風財団柏の集い連絡所 郵便番号２７７‐０８３５ 柏市松ケ崎 １０７７―１７ 藤本 益久方    

TEL,FAX 04-7133-2785  携帯：090-1117-0943  e/mail:spzb8ev9@diary.ocn.ne.jp 

〈ホームページ検索：天風会柏の集い・・日程、案内文掲載〉 



               千葉県観光地 

 

            市原ぞうの国 千葉県市原市 

   上記 8 頭のゾウの入場、鼻で書く文字や絵、各種ゾウの芸を楽しめます。 

      私より上手な “字や絵” にビックリです（益魚） 

 


